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令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
提
出 

質

問

第

九
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「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
の
対
策
に
つ
い
て
報
告
書
」
及
び
日
本
原
燃
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
耐
震
安
全
審
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 
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者 
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崎
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１ 

 

 
 
 

「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
の
対
策
に
つ
い
て
報
告
書
」
及
び
日
本
原
燃
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
耐
震
安
全
審
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

内
閣
府
中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
実
行
会
議
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
、
令
和
四
年
三
月
二
十
二
日
に
ま
と
め
た
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
の
対
策
に
つ
い
て
報
告
書
」
（
以

下
、
報
告
書
と
い
う
。
）
と
日
本
原
燃
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
（
以
下
、
工
場
と
い
う
。
）
の
耐
震
安
全
審
査
に
関
し
て
は
、
第

二
百
九
回
質
問
第
一
九
号
「
内
閣
府
『
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
巨
大
地
震
検
討
会
報
告
』
と
日
本
原
燃
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
の
耐
震
安
全
審
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
以
下
、
前
質
問
主
意
書
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
。
そ
の
質
問
へ
の
回
答
を

踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
確
認
す
べ
き
点
が
あ
る
た
め
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

報
告
書
の
内
容
と
前
質
問
主
意
書
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

 

１ 

報
告
書
三
十
頁
に
お
い
て
、
公
共
施
設
等
の
耐
震
化
に
あ
た
っ
て
は
、
「
こ
れ
ら
の
重
要
施
設
や
津
波
避
難
ビ
ル
、
不

特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
す
る
一
定
規
模
以
上
の
特
定
建
築
物
等
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
震
度
六
強
以
上
の
揺
れ
に
対

し
て
も
十
分
な
安
全
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
耐
震
性
に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
震
度

六
強
を
指
定
し
て
要
求
し
て
い
る
。
放
射
性
物
質
を
大
量
に
保
管
し
て
い
る
原
子
力
施
設
に
お
い
て
も
当
然
こ
の
要
求
を



 

２ 

 

満
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 
工
場
の
高
レ
ベ
ル
廃
液
約
二
百
㎥
、
使
用
済
燃
料
約
三
千
ト
ン
に
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
大
気
中
に
放
出
し
た
セ

シ
ウ
ム
一
三
七
の
各
々
約
三
十
倍
、
約
六
百
倍
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
施
設
で
は
、
冷
却
機
能
の
喪
失
等
に
よ
る

重
大
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
最
も
厳
し
い
耐
震
が
要
求
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 

報
告
書
に
お
い
て
、
六
ヶ
所
村
は
震
度
六
強
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
が
公
開

し
た
震
度
と
加
速
度
の
対
応
表
で
は
、
震
度
六
強
は
最
大
加
速
度
範
囲
が
八
百
三
十
～
千
五
百
ガ
ル
程
度
と
さ
れ
て
い

る
。
工
場
は
、
当
初
設
計
基
準
地
震
動
三
百
七
十
五
ガ
ル
で
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
に
四
百
五
十
ガ
ル
、
二

〇
一
四
年
に
六
百
ガ
ル
、
二
〇
一
八
年
に
七
百
ガ
ル
と
訂
正
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 
 
 

工
場
の
設
計
基
準
地
震
動
七
百
ガ
ル
は
、
内
閣
府
が
推
計
す
る
六
ヶ
所
村
の
想
定
震
度
六
強
の
加
速
度
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
工
場
の
施
設
設
備
は
震
度
六
強
の
地
震
に
本
当
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
疑
問
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。 

 
 
 

昨
年
八
月
、
私
が
提
出
し
た
前
質
問
主
意
書
で
、
こ
の
点
に
つ
き
質
問
し
た
が
、
明
確
な
回
答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

工
場
が
、
震
度
六
強
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
審
査
を
経
て
判
断
さ
れ
て
い
る
の
か
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

二 

令
和
四
年
十
一
月
二
日
第
二
百
十
回
国
会
経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
私
の
質
問
に
お
い
て
、
山
中
伸
介
原
子
力
規
制
委



 

３ 

 

員
会
委
員
長
は
、
「
日
本
原
子
燃
料
株
式
会
社
再
処
理
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
四
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
内

閣
府
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
の
概
要
報
告
に
つ
い
て
、
同
年
五
月
の
技
術
情
報
検
討
会
に

お
い
て
、
日
本
原
子
燃
料
株
式
会
社
再
処
理
事
業
所
に
対
す
る
審
査
内
容
に
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
」

と
答
弁
し
、
令
和
四
「
年
二
月
の
審
査
会
合
に
お
い
て
、
内
閣
府
の
検
討
会
の
概
要
報
告
の
内
容
が
既
許
可
の
地
震
動
評
価

結
果
に
影
響
が
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
。
こ
の
答
弁
に
あ
る
「
令
和
四
年
二
月
の
審
査

会
合
」
は
、
二
月
四
日
に
行
わ
れ
た
第
四
百
三
十
回
核
燃
料
施
設
等
の
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
審
査
会
合
と
推
量
さ
れ

る
。
そ
の
会
合
資
料
一

二
の
三
十
八
頁
で
は
、
内
閣
府
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
の
想
定

と
日
本
原
燃
が
想
定
す
る
検
討
用
地
震
と
を
比
較
し
「
当
社
の
地
震
動
評
価
へ
の
影
響
は
な
い
と
評
価
し
た
」
と
の
記
載
が

あ
る
。
そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。 

 

１ 

日
本
原
燃
が
想
定
し
た
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
Ｍ
ｗ
九
・
〇
の
と
き
の
地
震
モ
ー
メ
ン
ト
Ｍ
ｏ
は
三
・
九
八
Ｅ

＋
二
十
二
Ｎ
ｍ
で
あ
り
、
三
十
八
頁
の
表
の
日
本
原
燃
の
検
討
用
地
震
強
震
動
生
成
域
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
１
の
Ｍ
ｏ
は
二
・
〇
Ｅ

＋
二
十
一
Ｎ
ｍ
と
示
さ
れ
て
お
り
、
全
体
の
五
・
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
が
複
数
連
動
し
て
動
い
た
の
が
二
〇
一

一
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
以
下
「
二
〇
一
一
年
地
震
」
と
す
る
）
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
地
震



 

４ 

 

の
一
部
域
の
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
を
比
較
し
、
全
体
の
耐
震
安
全
を
判
断
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 
 

な
お
、
内
閣
府
の
想
定
地
震
Ｍ
ｗ
九
・
一
の
と
き
の
地
震
モ
ー
メ
ン
ト
Ｍ
ｏ
は
五
・
六
二
Ｅ
＋
二
十
二
Ｎ
ｍ
で
あ
る
。

比
較
さ
れ
た
内
閣
府
の
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
①
の
Ｍ
ｏ
は
一
・
八
Ｅ
＋
二
十
一
Ｎ
ｍ
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
全
体
の
三
・
二
％
と
わ
ず

か
で
あ
る
。 

 

２ 

日
本
原
燃
が
三
十
八
頁
の
表
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
し
た
方
式
は
、
地
震
調
査
委
員
会
の
強
震
動
予
測
レ
シ
ピ
（
二
〇

〇
九
年
）
等
の
方
式
（
第
三
百
三
十
九
回
審
査
会
資
料
一

四

一 

八
十
七
頁
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
内
閣

府
は
二
〇
一
一
年
地
震
を
踏
ま
え
た
独
自
の
方
式
で
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
閣
府
の
方
式
に
よ
り
求

め
た
震
度
分
布
は
二
〇
一
一
年
地
震
の
震
度
分
布
を
概
ね
再
現
で
き
て
い
る
。 

 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
方
式
で
推
定
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
を
比
較
し
、
耐
震
安
全
が
科
学
的
に
判
断
で
き
る
の
か
。
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

三
十
八
頁
の
図
に
か
か
わ
り
、
内
閣
府
は
日
本
原
燃
の
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
四
と
五
の
二
つ
は
、
二
〇
一
一
年
地
震
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
放
出
し
た
の
で
今
後
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
は
当
面
生
じ
な
い
と
し
省
略
し
て
い
る
（
報
告
書
図
表
集
共
通
編
四
十



 

５ 

 

頁
）
。
日
本
原
燃
は
こ
の
よ
う
な
地
域
に
な
ぜ
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
を
二
つ
も
設
定
し
た
の
か
、
政
府
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と

を
示
さ
れ
た
い
。
加
え
て
、
審
査
会
で
は
こ
の
点
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

三
十
八
頁
の
表
に
お
い
て
、
二
〇
一
一
年
地
震
に
お
け
る
各
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
と
そ
の
応
力
降
下
量
は
、
概
ね
十
五
～
三
十
Ｍ

Ｐ
ａ
の
範
囲
に
あ
る
の
で
、
内
閣
府
は
そ
の
最
大
値
を
と
り
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
①
の
応
力
降
下
量
を
三
十
Ｍ
Ｐ
ａ
と
し
た
。
し
か

し
、
日
本
原
燃
の
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
１
で
は
範
囲
外
の
値
で
あ
る
三
十
四
・
五
Ｍ
Ｐ
ａ
を
採
用
し
て
い
る
（
三
十
八
頁
の
表
）

が
、
こ
の
値
を
想
定
し
た
根
拠
に
つ
い
て
、
政
府
の
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
報
告
書
に
お
い
て
、
六
ヶ
所
村
が
防
災
の
立
場
で
震
度
六
強
と
想
定
さ
れ
た
こ
と
を
新
知
見
と

し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
工
場
の
施
設
設
備
が
こ
の
震
度
に
耐
え
る
か
ど
う
か
厳
重
に
審
査
し
、
工
場
の
耐
震
安
全
に
つ
い

て
、
最
大
限
の
安
全
を
担
保
す
る
立
場
か
ら
、
国
民
へ
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

福
島
第
一
原
発
事
故
の
教
訓
を
受
け
、
国
民
が
信
頼
で
き
る
厳
正
な
耐
震
安
全
審
査
対
応
を
行
い
、
原
子
力
事
故
防
止
に

最
善
か
つ
最
大
の
努
力
を
し
て
、
国
民
の
生
命
、
健
康
、
財
産
、
環
境
を
守
る
こ
と
が
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
使
命
の
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
間
の
耐
震
安
全
審
査
の
過
程
を
振
り
返
る
と
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
本
当
に
そ
の
使
命
を
果
た
そ
う

と
努
め
て
い
る
の
か
、
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
改
め
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

６ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


